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索すると（2012.3.25 現在）先行研究は 144 本、うち直近 10 年（2002 ～）の研究は 84 本
であった。内訳は各大学実習の概要、実習指導の現状と課題、実習モデルに関するもの
が 39 本、実習評価に関するものが 8本、実習生および実習生と指導者との関係に関す
るものは 8本、スーパービジョンは 7本、巡回が 3本、その他が 19本であった。また、



































































て下さった 134 施設である。108 施設の回答があり、有効回答率は 80.6％であった。
2．方法（調査時期および調査実施方法）

































SPSS Version 16.0 J for Windowsを使用し、有意水準を 5％とした。
Ⅴ．結果
1．基本統計量











































　次に、実習指導者の属性は表 2の通りである。通算の勤務年数は最長 38年、最短で 3
年で平均は約 13年であった。また、現在の職場での勤務年数は、最長で 30年、最短で
1年と平均は 7～ 8年であった。実習指導経験年数は最長で 15 年、最短で 0年となっ
ており、平均 3～ 4年であった。実習指導経験年数 0年というのは今年から実習指導を
はじめることになった指導者のことである。年間平均実習指導学生数は、最大 60名、最







回答数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
通算勤務年数 108 3 38 13.36 6.703
現職場の勤務年数 108 1 30 7.67 5.784
実習指導経験年数 108 0 15 3.73 2.912













































巡回教員（熟知） Pearson の相関係数 1.000 .350** .269**
有意確率 （両側） .000 .005
N 108 108 108
巡回教員（専門） Pearson の相関係数 .350** 1.000 .354**
有意確率 （両側） .000 .000
N 108 108 108
巡回教員（同じ） Pearson の相関係数 .269** .354** 1.000
有意確率 （両側） .005 .000
N 108 108 108

























































　そして、実習期間中の望ましい巡回頻度については、1 回が 10.2％、1 ～ 2 回が













平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
通算勤務年数 グループ間 87.274 2 43.637 .971 .382
グループ内 4719.643 105 44.949
合計 4806.917 107
勤務年数（現職場） グループ間 23.151 2 11.575 .342 .711
グループ内 3556.849 105 33.875
合計 3580.000 107
実習経験年数 グループ間 7.772 2 3.886 .454 .637
グループ内 899.441 105 8.566
合計 907.213 107
平均実習指導数 グループ間 2.692 2 1.346 .022 .978
グループ内 6136.699 102 60.164
合計 6139.390 104
巡回教員（熟知） グループ間 .618 2 .309 .806 .450
グループ内 40.298 105 .384
合計 40.917 107
巡回教員（専門） グループ間 .284 2 .142 .221 .802
グループ内 67.568 105 .644
合計 67.852 107
巡回教員（同じ） グループ間 1.879 2 .939 1.538 .220





施設はありが 8、なしが 37、障害者施設はありが 12、なしが 22、その他の施設はあり




表 9　実習機関 3群 と 日程調整困難 のクロス表
日程調整困難
ある ない 合計
実習機関 3群 高齢者 度数 8 37 45
調整済み残差 -2.9 2.9
障害 度数 12 22 34
調整済み残差 .3 -.3
その他 度数 15 11 26
調整済み残差 3.0 -3.0
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